
９
月
定
例
市
議
会
は
、
３
０
日
、
本
会
議

を
開
き
、
平
成
２
６
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
決
算
・
企
業
会
計
決
算
の
認
定
や
補

正
予
算
案
な
ど
を
採
決
。
ま
た
、
議
員
提
案

の
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

条
例
案
」
や
陳
情
な
ど
を
採
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

公
設
民
営
上
下
分
離
方
式

破
綻

市
主
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
急
旋
回

こ
の
九
月
議
会
は
、
直
前
に
佐
藤
市
長
が

強
引
に
進
め
て
き
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
の
公

設
型
上
下
分
離
方
式
で
、
運
営
を
担
う
民
間

事
業
者
が
、
公
募
し
た
の
に
一
社
も
現
れ
な

い
と
い
う
重
大
な
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
市
長
は
、
議
会
に
も
市
民
に
も
説

明
責
任
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
、
宇
都
宮
市
が

出
資
主
体
と
な
る
、
市
民
負
担
の
リ
ス
ク
が

高
い
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
へ
と
急
旋
回
し
た

な
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
置
き
去
り
の
ま
ま

Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画

重
大
な
段
階
に

そ
し
て
、
佐
藤
市
長
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、

新
会
社
の
資
本
金
の
内
、
市
出
資
金
分
の
６
，

１
２
０
万
（
今
後
大
き
く
膨
ら
む
）
の
補
正

予
算
を
提
出
、
自
民
・
自
民
ク
・
公
明
な
ど

に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建

設
計
画
は
、
国
に
よ
る
建
設
許
可
事
務
の
手

続
き
に
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
す
段
階
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
声
で
今
議
会
も
論
戦
貫
く

日
本
共
産
党
は
採
決
に
先
立
ち
、
荒
川
つ

ね
お
議
員
が
「
一
般
会
計
な
ど
の
決
算
認
定

と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
新
会
社
出
資
金
提
案
の
補
正
予
算

案
」
に
反
対
の
討
論
、
福
田
く
み
子
議
員
が
、

市
民
団
体
な
ど
か
ら
の
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画

白
紙
撤
回
、
住
民
投
票
を
求
め
る
陳
情
」
２

件
の
不
採
択
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索
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日本共産党
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LRT 新会社への出資を強行
９
月
議
会
終
る

市主体の第三セクター

議
会
四
会
派
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
の
導
入

を
可
と
す
る
か
、
不
可
と
す
る
か
を
市
民

に
問
う
条
例
案
を
提
出
。

建
設
常
任
委
員
会
に
附
託
さ
れ
、
荒
川

議
員
は
、
「
国
へ
の
事
業
認
可
申
請
に
あ

た
り
、
住
民
合
意
形
成
が
大
前
提
で
あ
り
、

住
民
投
票
で
市
民
合
意
の
是
非
を
確
認
す

る
こ
と
は
当
然
」
と
主
張
。
反
対
派
と
激

論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
採
決
で
は
、
条

例
案
賛
成
３
、
反
対
５
で
否
決
。

続
く

本
会
議
で
も
１
４
対
３
０
で
住
民
投
票
条

例
案
は
三
度
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
・
市
民
連
合
・
統
一
・
社
民

四
会
派

住
民
投
票
条
例
案
を
共
同
提
出

Ｌ
Ｒ
Ｔ
新
会
社
出
資
金
の
補
正
予
算
計

上
は
断
固
反
対
す
る
。
破
格
の
好
条
件
を

示
し
た
の
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
運
営
民
間
企
業
が
現

わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
公
設
型
上
下

分
離
方
式
の
上
部
の
破
た
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
市
長
は
そ
の
失
敗
を
何
ら

検
証
せ
ず
、
市
民
の
血
税
を
さ
ら
に
投
入

す
る
市
が
主
体
の
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
と
運

営
の
根
幹
の
急
な
大
転
換
を
行
っ
た
。
議

会
・
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
放
棄
し
た
。

こ
の
拙
劣
・
強
引
な
手
法
は
、
市
政
の
民

主
的
運
営
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
も
の

だ
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
計
画
は
巨
大
公
共
事
業
だ
。

市
民
合
意
・
賛
同
の
客
観
的
証
明
も
示
せ

な
い
進
め
方
は
許
さ
れ
な
い
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
是
非
は
市
民
の
利
益
の

た
め
に
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
二
元
代
表

制
を
補
完
す
る
住
民
投
票
で
市
民
参
画
を

保
証
す
る
こ
と
に
議
会
の
大
義
が
あ
る
。

拙
速
な
予
算
は
削
除
を
求
め
る
。

６
会
派
７
人
が
討
論

議
案
第
８
７
号

補
正
予
算

荒
川
議
員

反
対
討
論
（大
要
）

こ
の
二
つ
の
陳
情
の
趣
旨
は
、
多
く
の

市
民
の
当
然
の
思
い
と
し
て
議
会
は
正
面

か
ら
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
る
。
自
治
基

本
条
例
は
、
自
治
体
の
憲
法
で
あ
り
、
市

政
へ
の
市
民
参
画
を
促
す
民
主
主
義
の
発

展
の
成
果
で
あ
る
。
住
民
投
票
は
議
会
制

度
を
補
完
し
、
住
民
の
総
意
を
的
確
に
把

握
す
る
合
理
的
手
法
。
「
住
民
投
票
は
議

会
軽
視
」
な
る
意
見
は
時
代
錯
誤
だ
。

今
な
ぜ
改
め
て
住
民
投
票
の
実
施
を
求

め
る
の
か
。

第
一
は
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
の
認
定
に
は
住
民
の
合
意
形
成
が
要
件

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
計
画
の
大
き
な
変
更
が
あ
る

時
は
、
改
め
て
市
民
に
賛
否
を
問
う
の
は

至
極
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

私
は
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
ず
権
力
と

数
の
力
で
押
し
切
る
こ
の
事
業
の
進
め
方

は
、
安
倍
自
・
公
政
権
の
戦
争
法
強
行
の

暴
走
と
重
な
っ
て
見
え
て
仕
方
が
な
い
。

市
長
の
住
民
投
票
の
決
断
を
後
押
し
す
る

の
が
市
民
の
代
表
た
る
議
会
の
役
割
で
あ
る
。

陳
情
は
採
択
す
べ
き
だ
。

陳
情
第
３
号
・
第
７
号

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
の
白
紙
撤
回
や

住
民
投
票
実
施
に
関
す
る
内
容

福
田
く
み
子
議
員

不
採
択
に
反
対
の
討
論
（
大
要
）

共
産
党
、
市
長
の
姿
勢
厳
し
く
指
摘

佐藤市長と市議会 （自民、自民ク、公明など）



安
全
保
障
関
連
法
成
立
後
、
日
本
共
産
党
の
志
位

和
夫
委
員
長
は
、
「
安
保
法
制
廃
止
の
国
民
連
合
政

府
の
実
現
を
」
を
呼
び
か
け
、
さ
っ
そ
く
野
党
協
力

に
向
け
て
話
合
い
を
始
め
て
い
ま
す
。

党
市
議
員
団
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
提
案
を
市
民

の
み
な
さ
ん
に
届
け
る
た
め
に
、
宣
伝
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
支
部
な
ど
で
も
サ
イ
レ
ン

ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
署
名
な

ど
の
取
り
組
み
が
、
法
律
成
立
後
さ
ら
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

核廃絶・反戦平和・女性の権利・子どものしあわせ・・・・

五つの目的実現のために今こそ力を

日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 10月10日（土）
11月14日（土）

◇会 場 両日とも

宇都宮市総合コミュニティセンター 第2創作室

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。
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女
性
の
願
い
実
現
の
た
め
に

半
世
紀

ま
す
ま
す
輝
き
放
つ

新
日
本
婦
人
の
会
は
、
１
９
６

２
年
１
０
月
１
９
日
、
平
塚
ら
い

て
う
、
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
な
ど
各

界
の
女
性
１
３
名
の
呼
び
か
け
で
、

創
立
さ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮
支
部
は
そ
の
３
年
後
の

１
９
６
５
年
１
１
月
１
４
日
に
支

部
が
誕
生
し
、
今
年
５
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
宇
都
宮
支
部

で
は
、
９
月
２
７
日
市
内
で
「
支

部
誕
生
５
０
周
年
を
祝
う
会
」
を

開
催
、
支
部
創
立
に
か
か
わ
っ
た

先
輩
方
々
や
、
多
く
の
来
賓
、
会

員
の
み
な
さ
ん
が
集
い
歴
史
を
振

り
返
り
つ
つ
新
た
な
展
望
を
語
り
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

荒
川
つ
ね
お
、
福
田
く
み
子
両

市
議
も
来
賓
と
し
て
参
加
。
荒
川

市
議
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
宇
都
宮
支
部
の
支
部
長
、

事
務
局
長
を
長
く
務
め
、
県
委
員

と
し
て
も
宇
都
宮
支
部
に
深
く
か

か
わ
っ
て
き
た
斎
藤
和
子
さ
ん
が

講
演
し
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し

た
。手

作
り
の
会
に

笑
顔
あ
ふ
れ
て

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、
記
念
誌

に
よ
る
支
部
の
歩
み
、
秋
の
香
り

い
っ
ぱ
い
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
和
菓

子
、
小
組
活
動
の
写
真
や
作
品
の

展
示
な
ど
、
新
婦
人
ら
し
い
手
作

り
感
満
載
の
祝
う
会
と
な
り
ま
し

た
。

各
地
の
「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
ピ
ー
ル
」
な
ど
も
紹
介

ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
や
女
性
の

権
利
や
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
な
ど
、

新
婦
人
の
５
つ
の
目
的
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
安
倍

自
公
政
権
に
よ
る
安
全
保
障
関
連

法
の
廃
止
を
求
め
る
運
動
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
班
に
よ
っ
て

「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
」

な
ど
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

新日本婦人の会宇都宮支部が「50周年を祝う会」

国民連合政府実現の提案を呼びかける左から野村県議、福田・荒川市議

私
た
ち
は
あ
き
ら
め
な
い

戦
争
法
廃
止
の
政
府
を

【
お
詫
び
と
訂
正
】
前
号
（
８
７
６
号
）
の
裏
面
、
荒
川
つ
ね
お
議
員
の
９

月
議
会
報
告
の
記
事
中
、
「
国
民
皆
保
険
で
あ
る
は
ず
の
日
本
で
こ
の
病
根

の
事
実
」
は
正
し
く
は
「
痛
恨
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

午後2時～

4時まで

定時・定点宣伝行動に

ぜひご参加ください

☆毎週木曜日
16時30分から

☆宮の橋上にて

この運動をさらに広げ

るため、条件の許す方は、

ぜひご一緒にアピールに

参加してください。

関東・東北豪雨による

災害対応補正予算

全会一致で可決

・小災害見舞金 2,181千円

・農作物等への被害に対す

る支援 50,542千円

・農地復旧等 20,690千円

・林道修繕等 16,400千円

・道路河川応急修繕等

497,000千円

・その他 10,000千円

合計686,813千円

床上浸水などの家屋の被

害を受けた世帯などは、小

災害見舞金(5万円)のみ。実

態に見合った支援が求めら

れています。

「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政
府
」

提
案
の
３
項
目

①
戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
打
倒
の
た
た
か
い
を

発
展
さ
せ
る

②
戦
争
法
廃
止
の
「
国
民
連
合
政
府
」
を
つ
く
る

③
政
権
構
想
に
合
意
し
た
野
党
が
選
挙
協
力
を
す
る


